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（論文内容の要旨） 

 

 美術立体作品の制作において、透明ポリエステル樹脂を注型成形することで、透明無垢な立体

作品を制作する方法が広く知られている。成形は、原形を基にした注形型（鋳型）に、触媒を添

加した液状の透明ポリエステル樹脂を注入し、化学反応で硬化させることで行われる。ガラスと

比べて特殊な設備は必要なく、比較的簡単な作業で立体作品を制作することができる。 

 しかし、透明ポリエステル樹脂は、注型容量の増加と共に、成形物にはクラック（断裂）や変

色（黄色焼け）などの成形不良が発生しやすくなる。そのため、作品制作の現場において、安全

な成形が可能な容量は１～２㍑程度といわれ、大型で透明無垢の立体作品を制作することは非常

に困難とされていた。 

 私が初めて透明ポリエステル樹脂によって透明無垢な立体作品の制作を行ったのは、彫刻作品

の制作を始めてまだ間もない頃であった。以来、素材的な興味と透明表現の可能性に関心を持ち

つづけ、近年では、実践的に進めてきた制作方法の改良によって、成形可能な容量を20㍑まで増

加し、技術的には、大型の透明無垢な立体作品の制作を可能としている。 

 本論文は、透明ポリエステル樹脂による大型の美術立体作品の制作において、より現実的な問

題である作品重量と強度の観点を踏まえて考案したFRPと透明ポリエステル樹脂注型の併用成形

方法について、制作と作品表現について考察を行うことが目的である。 

 第１章では、透明ポリエステル樹脂の注型成形による美術立体作品の制作の現状として、成形

方法や、それによる大型の立体作品の制作がいかに困難な状況にあるかを論じている。 

 第２章では、透明ポリエステル樹脂の注型成形における、大型作品の制作が困難である要因に 
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ついて、実制作を基に究明を行い、それによる大型作品制作を目的とした、低温下の注型成形方

法について述べている。さらに、作品形態と代表的な成形不良であるクラックとの関係、大型作

品の制作に有効と考えられる添加剤による改質について示し、技術的に透明ポリエステル樹脂の

注型成形によって、大型の立体作品の制作が可能になったことを明らかにしている。 

 第３章では、技術的に大型立体作品の制作が可能になったことで、新たに直面した作品重量と

強度の問題について述べ、それを基に考案した、透明ポリエステル樹脂注型を使用する大型の立

体作品の成形方法であるFRPと透明ポリエステル樹脂注型の併用成形方法について述べている。 

 第４章では、実際に併用成形方法によって行った大型作品の制作過程について、工程ごとに詳

しく分析を行い、制作においての考察を行っている。 

 終章では、前章の制作過程の考察と、それによる作品とを基に、併用成形による大型立体作品

の作品表現について考察を行っている。 

 本論文で明らかになったことは以下の通りである。 

 FRPと透明ポリエステル樹脂注型の併用成形方法は、低温下の注型成形を前提に成形を行うこと

で、厚さ3cmの透明注型層を持ち、２mを超える大型の立体作品の制作が可能であることが実証さ

れた。この透明注型層の厚みについては、大量の注型成形が技術上確立したことから、今後５～

８cm近くまで厚く成形することが可能と考えられる。これらのことからも、併用成形は、大型の

透明立体作品の制作に有効な成形方法であることが明らかになった。 

 また、併用成形方法では、中子を使用するために、透明表現を大きく損なうことが予想された

が、実際は、予想に反して、中子を使用したことで、これまでにない表現が多く現れた。このこ

とは、透明表現＝透明無垢と思い込んでいた以前までの考えを改めさせるとともに、新たな透明

立体作品による表現の構想につながるものであった。 

 そして、併用成形方法に見られる様々な透明表現について考察の結果、合成樹脂素材の独自性

に基づいた実用性を伴う構造美を現していることが明らかになった。 

 今後の課題としては、先ず、静電気への対応の問題が挙げられる。合成樹脂素材であることか

ら、作品は帯電して埃を引きつける。このことは、作品が大型化することによって、より顕著に

透明表現に影響することになった。今後の具体的な対応として、帯電防止剤とアースの研究そし

て、透明樹脂そのものの導電性を高める研究が挙げられる。 

 次に、紫外線による、作品の変色や劣化についても今後の研究課題としてある。この点につい

ては、紫外線を遮断する塗装の研究とともに、変色や劣化を受けとめた上での作品表現を考える

ことも重要であると考えている。 


